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	応用
	抗原情報
	背景
	このイントロンを持たない遺伝子は、CAMK（カルシウム/カルモジュリン依存性）セリン/スレオニンプロテインキナーゼファミリーのメンバーをコードしています。コードされているキナーゼは幅広い発現パターンを示しますが、生殖能力への影響から精巣特異的であるとされています。非常に類似したタンパク質をコードする遺伝子を欠損した雄マウスは不妊となり、形態学的に異常な精子を呈します。[RefSeq提供、2012年1月],触媒活性：ATP + タンパク質 = ADP + リン酸化タンパク質。,補因子：マグネシウム。,機能：精子の生成と機能に必須。減数分裂後のクロマチンリモデリングにおけるDNA凝縮に関与する。,PTM：自己リン酸化。,類似性：プロテインキナーゼスーパーファミリーに属する。 CAMK Ser/Thrタンパク質キナーゼファミリー。,類似性：1つのタンパク質キナーゼドメインを含む。,サブユニット：熱ショックタンパク質HSPCB、HSPA8、およびHAPA1Aと相互作用する。これらの相互作用はTSSK6キナーゼ活性に必要であると考えられる。,組織特異性：精巣で高発現。ヒト結腸、小腸、卵巣、前立腺、胸腺、脾臓、および末梢血白血球でも低レベルで発現する。,
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	パラフィン包埋ヒト扁桃腺の免疫組織化学分析。1、抗原賦活化にはTris-EDTA、pH9.0を使用した。2、抗体を1:200に希釈した（4°で一晩）。3、二次抗体を1:200に希釈した（室温、45分）。

